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ち
ょ
っ
と
お
喋
り
し
ま
せ
ん
か

―
子
育
て
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
―

　

近
所
に
相
談
相
手
が
い
な
い
。
た
ま

に
は
外
で
ラ
ン
チ
が
し
た
い
な
ど
、
育

児
中
の
親
子
が
集
う
子
育
て
ｃ
ｏ
ｍ
ｉ

か
ふ
ぇ
『
こ
じ
ま
や
』
が
園
部
町
新
町

の
小
島
屋
旅
館
に
６
月
10
日
オ
ー
プ
ン
。

営
業
は
、
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
で
、
地
元
食
材
使

用
の
ラ
ン
チ
も
提
供
さ
れ
ま
す
。カ
フ
ェ

担
当
の
井
尻
房
子
さ
ん
は
「
私
も
子
ど

も
の
幼
稚
園
入
園
ま
で
は
、
知
人
が
少

な
く
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
楽
し

い
時
間
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い

し
ま
す
の
で
、気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲放水姿勢をとる新入団員▲大玉ころがしでゴールを目指す参加者

▲エンジンカッターでシャッターを切断する団員

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics
消
防
団
員
の
基
本
動
作
を
習
得

多
様
化
す
る
災
害
に
備
え
万
全

―
消
防
団
南
丹
船
井
支
部
教
育
訓
練
―

　

４
月
25
日
、
南
丹
市
と
京
丹
波
町
の

消
防
団
新
入
団
員
、
指
導
員
２
５
６
人

が
園
部
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集

ま
り
訓
練
を
実
施
。
京
都
中
部
広
域
消

防
組
合
職
員
の
指
導
の
下
、
新
入
団
員

は
、
集
合
の
要
領
や
敬
礼
な
ど
動
作
の

基
本
と
な
る
各
個
訓
練
や
ホ
ー
ス
の
取

扱
訓
練
、
指
導
員
は
各
個
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

 

ま
た
、
今
年
度
消
防
庁
か
ら
南
丹
市
に

貸
与
さ
れ
た
救
助
資
機
材
搭
載
の
多
機

能
型
消
防
車
を
使
用
し
て
の
実
技
訓
練

を
八
木
支
団
指
導
員
が
披
露
。
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
断
し

た
り
、
特
殊
資
機
材
を
使
用
し
て
倒
木

の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
救
出
す
る
こ

と
を
想
定
し
た
訓
練
な
ど
実
践
さ
な
が

ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
南
丹
市
で
は
消
防
庁
か
ら
貸

与
さ
れ
た
消
防
車
を
八
木
支
団
第
３
分

団
に
配
備
。
同
等
の
装
備
を
備
え
た
消

防
車
を
１
台
購
入
し
、
園
部
支
団
第
１

分
団
に
配
備
し
ま
し
た
。
今
後
も
定
期

的
に
訓
練
や
資
機
材
の
点
検
を
行
い
、

大
規
模
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
、
広
が
る
福
祉
の
輪

―
障
害
者
ふ
れ
あ
い
広
場
―

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
16
日
、
丹
波

自
然
運
動
公
園
で
第
44
回
障
害
者
ふ
れ

あ
い
広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
ン
食
い
競
争
や

ざ
る
引
き
競
争
な
ど
の
個
人
競
技
の
ほ

か
、
玉
入
れ
や
大
玉
こ
ろ
が
し
な
ど
の

団
体
競
技
も
行
わ
れ
、
南
丹
・
船
井
チ
ー

ム
は
３
連
覇
に
挑
み
ま
し
た
。

　

南
丹
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
平
井
喜

代
子
会
長
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
全
障

が
い
の
人
が
一
堂
に
会
す
る
貴
重
な

場
。
協
力
し
合
っ
て
競
技
を
楽
し
み
、

参
加
者
の
交
流
が
深
ま
れ
ば
」
と
期
待

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

▲管理栄養士による食育クイズを楽しむ参加者
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優
れ
た
能
力
を
ま
ち
づ
く
り
に

―
達
人
バ
ン
ク
の
運
用
開
始
―

　

４
月
23
日
、
京
都
聖
カ
タ
リ
ナ
高
等

学
校
の
生
徒
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
達
人
バ
ン
ク
」

の
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。「
達
人
バ

ン
ク
」
と
は
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能

を
有
し
て
い
る
市
民
が
登
録
し
、
地
域

の
行
事
な
ど
で
そ
の
能
力
を
発
揮
い
た

だ
く
も
の
で
、４
月
か
ら
募
集
を
開
始
。

同
高
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
に
登
録

な
ど
を
行
う
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
依
頼

し
、
２
、
３
年
生
に
よ
り
制
作
さ
れ
た

ペ
ー
ジ
を
こ
の
日
ウ
ェ
ブ
上
に
ア
ッ
プ

し
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
も
生

徒
の
手
に
よ
り
更
新
を
行
い
ま
す
。

目
指
せ
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
ま
ち

―
南
丹
船
井
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　南
丹
支
部
総
会
―

　

平
成
22
年
度
の
南
丹
支
部
総
会
を
５

月
12
日
、
日
吉
支
所
で
開
催
し
、
各
行

政
区
選
任
の
運
営
委
員
が
出
席
。
来
賓

の
南
丹
警
察
署
東
交
通
課
長
は
、
市
内

で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
を
解
説

し
、
「
交
通
事
故
・
死
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
依
然
高
齢
者
の
関
係
す
る

事
故
が
多
い
。
管
内
の
事
故
減
少
に
向

け
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
議
事
で
は

平
成
22
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が
承
認

さ
れ
た
ほ
か
、
役
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
関
岡
勉
さ
ん
が
南
丹
支
部
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
提
案
で
交
通
事
故
防
止

―
黒
田
地
区
信
号
機
完
成
―

　

府
道
園
部
能
勢
線
│
市
道
黒
田
中
央

線
交
差
点
の
信
号
機
が
完
成
し
、
６
月

７
日
か
ら
供
用
を
開
始
。
こ
れ
は
黒
田

区
が
京
都
府
の
府
民
公
募
型
安
心
・
安

全
事
業
に
小
中
学
生
の
通
学
路
と
な
る

交
差
点
へ
の
信
号
機
設
置
を
提
案
さ
れ

た
も
の
で
、
平
成
21
年
度
は
南
丹
市
内

か
ら
18
機
の
提
案
が
あ
り
、
４
機
目
の

設
置
と
な
り
ま
し
た
。
森
区
長
は
「
念

願
の
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
う
れ
し

い
。
区
民
に
周
知
し
交
通
事
故
防
止
に

つ
な
が
れ
ば
」と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、
平
成
22
年
度
の
提
案

を
７
月
30
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
出
水
期
を
迎
え
危
険
個
所
確
認

―
南
丹
市
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
―

　

５
月
31
日
に
京
都
府
、
消
防
署
、
警

察
署
、
消
防
団
と
市
役
所
関
係
課
で
市

内
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
土
砂
災

害
防
止
法
に
基
づ
く
調
査
で
特
別
警
戒

区
域
内
に
立
地
す
る
神
吉
小
学
校
の
裏

山
、落
石
が
発
生
し
た
曹
源
寺
（
殿
田
）

の
裏
山
、
主
要
道
路
で
あ
る
府
道
綾
部

宮
島
線
の
大
野
ト
ン
ネ
ル
周
辺
に
お
け

る
崩
落
危
険
個
所
の
現
地
を
確
認
し
ま

し
た
。
総
括
会
議
で
佐
々
木
市
長
は「
市

民
の
安
心
、
安
全
な
生
活
の
た
め
、
関

係
機
関
が
情
報
を
共
有
し
、
万
全
の
体

制
確
保
に
努
め
た
い
」
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

▲ホームページ更新作業をする京都聖カタリナ校生

▲南丹船井交通安全協会木村会長のあいさつを聞く出席者

▲信号機の完成で安全に横断する黒田区の皆さん

▲曹源寺裏山で落石を確認する関係者
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